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 １２月定例市議会は、３日から開催されました。７日から議

案審議や一般質問が行われます。日本共産党市議団（小菅

六雄・野並享子・太田健一市議）は、市民のみなさんから寄

せられました切実な願いの実現へ全力でがんばります。 

  
 

 
 

日本共産党野洲市委員会 
２００９年１２月６日 №１８７ 

 小菅六雄 (電話・FAX）589-4971 （メール）shgdy177@ybb.ne.jp  
野並享子 (電話・FAX）587-0985 （メール）no73kyo_ko@ybb.ne.jp  
太田健一 (電話・FAX）588-3169 （メール）ｋｅｎｓａｎ.ｗｏｒｌｄ２１＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 
  

http://www.yasusigi.net/ 
１５日（水）文教厚生常任委員会（議案審議） 
１６日（水）環境経済常任委員会（議案審議） 
１７日（木）総務常任委員会（議案審議） 
２２日（火）本会議（議案討論、採決） 

３日（木）本会議（議案提案） 
１０日（木）本会議（議案質疑、一般質問） 
１１日（金）本会議（一般質問） 
１４日（月）本会議（一般質問 

「後期高齢者医療制度廃止」「保育基準緩和（後退）撤回」の意見書を提案します 

日本共産党市議団は本会議や所属常任委員会で一般質問や議案質疑を通じて、
市政のチェックと切実な願い実現へがんばります。（下記は主な質問内容です） 

提案されている「住民投票条例」は、住民からの請
求は有権者４分の１の署名で無条件実施されます。早

期の条例制定が求められてきたものですが、「施行３
年以内」と先送りであることや「投票率が２分の１で

は成立しない」など問題点も含まれています。 
「路上喫煙防止条例」は、健康と安全、まちの美観

を進める上で有効なものです。禁止区域は今後決めら
れますが、野洲駅周辺が検討されています。 

■住民投票条例、路上喫煙禁止条例などが提案されます ■多くの使用料値上げなど、負担強化が目白押しです 
 これまで無料だった７０歳以上や障害者の方々の

循環バス利用が１回１００円となります。さらに、学
童保育料や子ども教室の値上げと有料化。小中学校修

学旅行補助金廃止、各種検診の値上げ。一方、高齢者
インフルエンザ接種負担金まで値上げされます。「集

中改革プラン」では市民へのサービス切捨てと負担強
化ですが、年間約２億円の同和関連予算や大企業への

「振興補助金」は継続する内容となっています。 

共産党市議団は今議会に、「後期高齢者医療制度のすみやかな廃止を求める意見

書」「保育基準緩和を撤回し、子育て安心の保育行政を求める意見書」を提案します。
このままでは来年度に大幅な保険料値上げや医療抑制が広がる後期高齢者医療制度

です。すみやかな廃止が必要です。市議団は２件の意見書採択へがんばります。 

 改選後、初めての定例市議会です。

決意も新たに暮らしを守る市政へがん

ばります。 
 

■分庁舎など一連の公共施設廃止議

案について市の考えを正します 

■市民サービスセンターについて 

■循環バスの使用料改正について 

■野洲市の農業振興策について 

■鳥獣被害防止計画の策定について 

■工業振興助成金のあり方について 

■同和行政の終結について 

 

 子育て支援や命と健康を守る医療制

度の実現は待ったなしです。切実な声

を届けます。 
 
■公民館廃止とコミセンやすの移転

について問題点と課題を正します 

■野洲中学校校舎改築が提案されて

います。教育環境充実を求めます。 

■子育て安心の保育行政について 

■高い国保税の引き下げについて 

■クリーンセンター建替えについて 

■ゴミ問題について 

 

 市議選でも青年やお年寄りから、いっ

ぱい要求をお聞きしました。「住んでよ

かった野洲のまち」をつくります。 
 
■後期高齢者医療制度の廃止 

 衆院選で「後期高齢者医療制度廃

止」の審判。きっぱり廃止し、国民

の命と暮らし守れと求めます。 

■雇用と中小企業の支援実施を 

雇用や中小企業の経営実態調査。住

宅リフォーム制度実施で、暮らしと

経営を守ることを求めます。 


